
特
集
　
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
に
寄
せ
て

特集　「モニュメント」に寄せて（金田）

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
白
O
昌
信
目
Φ
口
肝
）
は
多
く
の
場
合
、
記
念
碑
と
訳
さ
れ
る
。
語
源
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
の
臼
○
自
県
魯
毒
虫
は
、
「
思
い
起
こ
す
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
回
想
す
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
白
。
⇒
Φ
○
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
直
接
的
に
は
、
彫
像
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
個
人
な
い
し
は
個
人
の
事
蹟
を
記
念
す
る
建
造
物
は
じ
め
人
間
集
団
の
事
蹟

に
か
か
わ
る
も
の
を
示
し
、
時
に
口
碑
と
称
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
、
こ
の
意
味
で
の
形
の
無
い
も
の
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。

　
大
規
模
な
城
郭
や
宮
殿
・
寺
院
、
あ
る
い
は
遺
跡
や
影
響
の
大
き
か
っ
た
文
芸
作
品
な
ど
も
時
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

的
と
称
さ
れ
る
。

　
換
言
す
れ
ば
、
あ
る
時
間
や
あ
る
空
間
を
代
表
す
る
よ
う
な
事
蹟
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
れ
で
あ
る
故
に
、
時
間
を
経
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

空
間
を
超
え
て
伝
え
ら
れ
る
事
蹟
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
け
る
時
間
や
空
間
は
無
機
的
な

そ
れ
で
は
な
く
、
時
期
や
時
代
と
し
て
、
あ
る
い
は
場
所
な
い
し
地
域
や
国
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
多
様
な
対
象
を
有
し
、
同
時
代
の
時
間
や
空
間
の
み
な
ら
ず
、
後
の
時
間
や
異
な
っ
た
空
間
に
お
い
て
も
様
々
な
意
義
を
有
し
た
「
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
が
、
二
〇
〇
七
年
史
学
研
究
会
例
会
の
共
通
テ
ー
マ
と
し
て
選
ば
れ
た
。
様
々
な
時
間
と
空
間
を
研
究
対
象
と
す
る
史
学
研
究
会
の

人
文
学
諸
分
野
に
と
っ
て
、
格
好
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
人
文
学
は
本
来
、
時
空
を
超
え
た
視
野
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
・
文
明
・
文
化
の
研
究
に
携
わ
り
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
時
間
と
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

間
の
研
究
に
携
わ
る
の
で
あ
る
。

　
文
字
通
り
の
記
念
碑
が
対
象
に
選
ば
れ
た
の
は
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
『
記
憶
』
試
論
　
　
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
皇
帝
騎
馬
像
を
め
ぐ
っ
て
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一
」
（
竹
中
球
史
氏
）
と
「
戦
後
日
本
の
海
外
戦
没
者
慰
霊
i
～
九
五
〇
年
代
遺
骨
収
集
団
の
派
遣
経
緯
と
『
戦
没
日
本
人
之
碑
』
の
建
立

一
」
（
浜
井
和
史
氏
）
で
あ
り
、
「
ネ
ル
ソ
ン
の
国
葬
i
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
に
お
け
る
軍
人
の
コ
メ
モ
レ
イ
シ
ョ
ン
i
」
（
中
村
武

司
氏
）
も
し
か
り
で
あ
る
。
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
『
記
憶
』
試
論
」
に
お
い
て
は
、
ル
ー
ア
ン
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
一
地
域
の
社
会
的
・
経
済
的

背
景
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
の
形
成
、
記
憶
、
記
憶
の
再
生
産
の
過
程
が
追
跡
さ
れ
る
。

　
相
前
後
す
る
時
期
、
ド
ー
バ
ー
対
岸
の
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
で
行
な
わ
れ
た
国
葬
に
つ
い
て
、
「
ネ
ル
ソ
ン
の
国
葬
」
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
国
家
に
よ
る
陸
海
軍
の
勝
利
や
英
雄
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
立
の
事
業
が
行
わ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
と
意
義
を
分
析
し
て
い
る
。

　
「
戦
後
日
本
の
海
外
戦
没
者
慰
霊
」
は
、
戦
後
に
お
け
る
海
外
戦
没
者
慰
霊
碑
の
建
立
の
事
例
を
外
務
省
記
録
か
ら
探
り
、
そ
の
日
本
外
交

の
状
況
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
文
字
通
り
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
し
、
「
は
じ
ま
り
の
記
憶
　
　
銘
文
と
詩
篇
の
な
か
の
祖
考
た
ち
…
1
」
（
松
井
嘉
徳
氏
）
と

「
歴
史
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
碑
刻
銘
文
資
料
が
語
る
も
の
一
西
暦
＝
一
…
一
五
世
紀
ア
ナ
ト
リ
ア
の
場
合
　
　
」
（
井
谷
鋼
造
氏
）
は
銘

文
・
碑
文
を
取
り
上
げ
る
。
「
は
じ
ま
り
の
記
憶
」
は
、
家
系
・
先
王
の
事
蹟
を
刻
む
金
文
が
、
時
間
を
超
え
た
記
憶
の
再
生
産
に
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
、
「
歴
史
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
貫
高
銘
文
資
料
が
語
る
も
の
」
は
、
「
遺
跡
を
残
し
た
当
時
の
人
々
と
は
、
精
神
的
・
宗

教
的
に
ほ
と
ん
ど
全
く
何
の
つ
な
が
り
も
な
い
人
々
」
に
と
っ
て
の
意
味
を
含
め
て
再
考
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
国
家
形
成
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
古
墳
」
（
河
野
｝
隆
氏
）
は
、
古
墳
と
い
う
巨
大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
営
ん
だ
文
化
全
体
を

再
考
し
、
そ
の
文
化
の
伝
播
を
通
じ
て
、
世
界
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
再
位
置
付
け
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。
「
平
安
期
の
御
願
寺
と
天
皇

ー
ー
九
・
十
世
紀
を
中
心
に
一
…
」
（
堀
裕
氏
）
は
、
九
・
十
世
紀
の
「
御
願
寺
」
と
は
何
か
を
再
考
し
、
十
・
十
一
世
紀
の
御
願
寺
増
加
の
意

味
を
論
じ
て
、
そ
こ
か
ら
み
た
「
天
皇
の
権
威
の
変
化
」
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
が
、
多
様
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
意
義
を
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
自
体
を
逓
じ
て
考
え
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
「
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト

と
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
　
　
現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
萌
芽
か
否
か
　
　
」
（
滝
波
章
弘
氏
）
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
無
視
す
る
試
み
の
紹
介
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で
あ
る
。
都
市
空
間
へ
の
新
し
い
関
わ
り
方
を
め
ざ
す
一
九
五
〇
年
代
の
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
否
定
す
る
意
義
の
再
認

識
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
都
市
空
間
に
お
け
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
意
義
が
逆
照
射
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
は
『
史
林
』
で
こ
そ
可
能
な
、
多
面
的
な
議
論
で
あ
り
、
そ
の
醍
醐
味
で
も
あ
ろ
う
。
読
者
の
御
通
読
を
期
待
し
た
い
。

　
①
　
二
〇
〇
七
年
史
学
研
究
会
例
会
、
井
谷
鋼
造
報
告
（
本
号
掲
載
）
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
文
学
部
編
『
知
の
た
の
し
み
　
学
の
よ
ろ
こ
び
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。

　
②
魍
広
辞
苑
輪
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
①
記
念
碑
、
記
念
建
造
物
、
②
遺
跡
、
選
　
④
金
田
章
裕
門
大
学
改
革
と
人
文
学
の
課
題
」
、
魍
I
D
E
現
代
の
高
等
教
育
輪
、

　
　
物
、
③
不
朽
の
業
績
、
著
作
、
と
説
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
年
。

　
③
金
田
章
裕
「
文
化
の
探
求
一
時
空
を
超
え
た
ま
な
ざ
し
i
」
、
京
都
大
学

二
〇
〇
八
年
～
月

史
学
研
究
会
理
事
長

　
　
　
　
金
　
田

章

裕
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